アグリキャンパスプロジェクト取組概要
	1 プロジェクト名
	 プラッと参加できる棚田の魅力倍増計画

～ 下赤阪棚田保全プロジェクト ～

	②大学名
	大阪府立大学 環境部エコロ助

	③取組相手
	下赤阪棚田の会

	④取組場所
	千早赤阪村  下赤阪の棚田

	⑤取組内容
	平成11年に農林水産省による日本の棚田百選に選出された下赤阪の棚田には、その美しい棚田の景観を求めて年間を通じて多くの人が訪れる。その一方で、高齢化により担い手が不足し、遊休農地の拡大が進みつつある現状にある。
そこでより多くの人に下赤阪の棚田の魅力を知ってもらい、かつ棚田米の高付加価値化や農家の収入の安定化を目指す棚田オーナー制※１を平成30年度より導入する。
　この棚田オーナー制のスタートをPRするイベントや、オーナーとなった方を対象とするイベントを大阪府立大学 環境部エコロ助と連携して企画・実施する。企画の内容としては、大学生ならではの視点で、都市の若者だけでなく、今農業に携わっていないこの地区の若年層も魅力を感じるものを目指し、様々な年代の棚田オーナー、若者、地元農家、地区の若年層など幅広い交流をはかる。

	⑥取組目標

	　参加者にこれまで以上に下赤阪の棚田の魅力を感じてもらい、再び下赤阪の棚田に来たいと感じてもらう。また地元農家等との交流をはかることで、イベント参加者が大人の棚田塾（オーナー制プロコース）への参加や援農を希望してくれた場合に地区への参入がスムーズに進むことを目指す。
さらに、参加する若者のSNSなどを通じた発信力を活かして、より広い範囲へ下赤阪の棚田の活動の周知を目指す。

	⑦取組スケジュール

	平成29年度　　　　 大阪府立大学 環境部エコロ助による現地調査、学生提案による交流イベント等の企画案の作成
平成30年度以降　棚田オーナー制の開始。参加者のニーズを踏まえ、学生提案によ る交流イベント等の企画案の作成・実施

	⑧活動写真
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	⑨取組に対する一言

（学生側）
	町の人々が棚田の魅力を感じ、村の人々との交流が深まるよう企画・実行していきたい。

	⑩取組に対する一言

（農空間側）
	農作業を通じて、町の人々の協力を得ながら、棚田の美しい風景を後世に残していきたい。


※１　棚田オーナー制では、例えば100m2であれば4万円など面積に応じた金額を支払うことで、田植えや稲刈りの体験ができ、また面積に応じ棚田でとれた米を受け取ることができる。
